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 長谷川万吉は、1893(明治 26)年 11 月 3 日、新潟県西蒲原郡にて出生した。（ただし、戸籍上は明
治 27 年 1 月 2 日出生となっている）。1912(明治 45)年 3 月に新潟県立巻中学校（旧制）を卒業し、
同年 4 月に広島高等師範学校入学、1916(大正 5)年 3 月、広島高等師範学校を卒業した。 
 広島高等師範学校卒業後、同年 4 月より熊本県立済々黌中学の理科教師を務めたが、教師の職は
自分に合わないと感じて 1 年で退職し、1917(大正 6)年 4 月、広島高等師範学校研究科に入学した。
しかし、種々の理由により、広島高等師範学校研究科もわずか 4 ヶ月で退学し、1917(大正 6)年 9
月、京都帝国大学理科大学物理学科に入学した。 


















































 このような事情もあって、長谷川万吉は 1930（昭和 5）年 8 月 15 日から 23 日にかけてストッ

















 第 2 回国際極年観測は、世界 44 カ国が参加して 1932（昭和 7）年 8 月 1 日から 1933（昭和 8）
年 8 月 31 日まで行われた全地球規模の共同観測プロジェクトである。 






開始した。この観測の概要については、『地球物理』第 4 巻第 3 号に報告されている。 
 
6. 長谷川万吉の研究内容 





1.  1933（昭和 8）年、阿蘇におけるベンドルフ電位計を用いた空中電位傾度（今で言う空中電場）
の観測。 




この研究により、長谷川万吉は 1937（昭和 12）年に理学博士の学位を授与された。 
3.  1934（昭和 9）年から 1935（昭和 10）年にかけての、阿蘇火山での地磁気測量。 
4.  時定数の短い回転式蒐電器の開発と、これを用いた空中電場観測。観測は、1938（昭和 13）年
ごろ、別府と阿蘇とで行われた。田村講師との共同研究である。 
5.  日食時の地磁気変化に関する研究。1936（昭和 11）年 6 月 19 日に北海道で見られた皆既日食
と、1941（昭和 16）年 9 月 21 日に台湾で見られた皆既日食の際に地磁気観測を行ったが、両
日食とも、当日は大きな磁気嵐の主相があったために、日食の影響を取り出すことは困難であ
ったという。 





















 しかし、この地球物理学科第四講座は、1940（昭和 15）年 6 月、突然廃止されることとなった。
この点について、『京都大学 70 年史』には「事情により」、『京都帝国大学史』には「成立上の手続
き不備の理由で」廃止されたと記述されている。太田柾次郎の証言によれば、「成立上の」とは「設













雷に搭載する装置のことで、“magnetic field” を陸軍が勝手に「磁原」と訳したものである。 
 これ以外に、1943（昭和 18）年の 7 月から 9 月まで、大日本航空技術協会（陸海軍の要請で設
立された技術院の外郭団体）からの委託により、東京帝国大学、東北帝国大学と合同で、北海道の
軍事上の要地周辺での精密磁気測量を行っている。 
長谷川万吉はまた、学術研究会議戦時研究班の班長も務めている。1944（昭和 19）年 6 月に学
術研究会議の中に設置された、第 113 戦時研究班゛地球磁気及び電気”の班長に、長谷川万吉が就






 終戦から 3 年が経過した 1948（昭和 23）年、オスロで戦後初めての IUGG 総会が開かれた。占
領下の日本からは、誰もこのオスロ会議に出席することはできなかったが、GHQ を通じて 30 数編
の論文を提出することが許された。長谷川研究室においても、このオスロ会議に論文を提出すべく、
精力的に研究が行われていた。戦前に行われた研究の未発表分も合わせ、地磁気日変化磁場ならび
に上層大気の電気伝導度に関する 4 編の論文が、オスロ会議に提出された。 
 一方、日食観測関係では、1948（昭和 23 年）5 月 9 日の礼文島金環日食、1950（昭和 25）年 9
月 12 日の北海道部分日食、1955（昭和 30）年 6 月 20 日の奄美大島部分日食、1958（昭和 33）年




















の湯川はすぐには帰国できない状況にあったため、1953（昭和 28）年 7 月の湯川の帰国まで、長
谷川万吉が館長事務取扱を務めた。 
 この他、長谷川万吉は阿蘇と別府の観測所を含む火山温泉研究所の所長を、1945（昭和 20）年
から退官する 1957（昭和 32）年まで務め、研究所の発展に尽力した。 
 
11. 学外での役職 










漸くにして 1956（昭和 31）年 12 月に文部省より地球電磁気学講座開設の認可が下りることになっ
た。 
しかるに、長谷川は翌年の 1 月 2 日に京大を停年で退官しているので、残念ながら実際の講座開
設には現役教授としては立ち会えなかった。地球電磁気学の講座創設は、正に長谷川万吉の退官記
念の置きみやげと言っても過言ないものであった。 
こうして、IGY 観測が始まる直前の 1957（昭和 32）年 4 月 1 日、地球電磁気学講座は京都大学









1894（明治 27）年 1 月 2 日 新潟県西蒲原郡漆山町（現：新潟市西蒲区）で出生。
ただし、これは戸籍上の生年月日であり、実際の生
年月日は 1893 年 11 月 3 日である。 
1912（明治 45）年 3 月 新潟県立巻中学校（旧制）卒業。 
1912（明治 45）年 4 月 広島高等師範学校入学。 
1916（大正 5）年 3 月 同 卒業。 
1916（大正 5）年 4 月 熊本県立済々黌中学校（旧制）理科教師。 
1917（大正 6）年 4 月 広島高等師範学校研究科入学。 
1917（大正 6）年 9 月 京都帝国大学理科大学物理学科入学。 
1921（大正 10）年 7 月 同 卒業。 
1921（大正 10）年 10 月 京都帝国大学理学部宇宙物理学地球物理学科副手。 
1922（大正 11）年 3 月 同 講師。 
1924（大正 13）年 7 月 同 助教授。 
1928（昭和 3）年 3 月 ドイツ留学。 
1930（昭和 5）年 11 月 帰国。 
1937（昭和 12）年 7 月 理学博士。 
1937（昭和 12）年 8 月 京都帝国大学理学部地球物理学科教授。 
1942（昭和 17）年 7 月 京都帝国大学評議員（～1944 年 8 月）。 
1944（昭和 19）年 6 月 学術研究会議第 113 研究班班長。 
1945（昭和 20）年 1 月 学術研究会議第 1 部第 33 研究班研究主任。 
1945（昭和 20）年 2 月 京都帝国大学火山温泉研究所長（～1957 年 1 月）。 
1946（昭和 21）年 学術研究会議電離層研究特別委員会幹事。 
1947（昭和 22）年 5 月 日本地球電気磁気学会初代委員長（～1961 年）。 
1949（昭和 24）年 1 月 日本学術会議会員（～1960 年）。 
1950（昭和 25）年 1 月 京都大学理学部長（～1951 年 4 月）。 
1950（昭和 25）年 8 月 測地学審議会委員（～1960 年）。 
1952（昭和 27）年 7 月 学術会議 IGY 研究連絡委員会委員長。 
1952（昭和 27）年 基礎物理学研究所所長事務取扱（～1953 年）。 
1954（昭和 29）年 1 月 測地学審議会 IGY 特別委員会委員長。 
1957（昭和 32）年 1 月 京都大学停年退官。京都大学名誉教授。 
1957（昭和 32）年 2 月 IGY 西太平洋地域連絡会議組織委員会委員長。 
1958（昭和 33）年 1 月 福井大学学長（～1964 年 1 月）。 
1961（昭和 36）年 国際宇宙線地球嵐会議組織委員会委員長。 
1961（昭和 36）年 日本地球電気磁気学会名誉委員長。 
1965（昭和 40）年 1 月 日本学士院会員。 
1965（昭和 40）年 5 月 日本地球電気磁気学会名誉会員。 
1965（昭和 40）年 6 月 徳島大学学長。 
1966（昭和 41）年 4 月 勲二等旭日重光章授章。 








1923（大正 10）年 第一講座 
1930（昭和 5）年 第三講座 
1937（昭和 12）年 第四講座 
1940（昭和 15）年 第三講座 
1947（昭和 22）年 第二講座 
1957（昭和 32）年 停年退官。地球電磁気学講座を開設。 
 
